
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高槻の

こどもや子育ての支援は

もっと前へ！

 

電車で、大阪へ１５分。京都へ１２分。 

仕事もお出かけも、 

選択肢がひろがる立地の高槻。 

 

     こどもや子育ての支援についても、 

     日々進化を続けています。 

 

キーワードは、「もっと前へ！」。 

 

私たちの取組をぜひ、のぞいてみてください。 



 

 

 

 

         特定教育・保育施設等の２歳児クラスの保育料を無償化！ 【北摂初】 

          私立小中学校等に通学している児童生徒の給食費相当額を支援！【北摂初】 

         幼児二人同乗用自転車の購入費を補助！【北摂初】 

通所型の産後ケアで日帰り利用が可能に！ 

放課後そのまま校庭などで過ごせる「見守り付き校庭開放」を実施！ 

         大阪府内で初、高校３年生相当までの医療費を完全に無償化！ 

         わりと多い！ まちの中にお医者さん 

         小中学校給食費の無償化を継続中！ 

         市立小中学校における連携型小中一貫教育と３５人学級編制の実施 

         どんどん入れ替え！ 学校図書 シン１００万冊計画 

         高槻市の学力・学習の状況は？？ 

         全ての妊婦の健診費用助成の拡充など、妊娠～育児期をサポート！ 

         年度途中の保育ニーズにも対応！ 高槻市の保育施策 

         無料の室内プレイルームがある 「カンガルーの森」で遊ぼう！ 
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充実の取組 
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新しい取組 
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 充実の取組 
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         関西将棋会館があるまち！ 小学１年生に地元産木材の将棋駒を配付 

         駅からすぐ、自由に遊べる芝生広場！ 安満遺跡公園 

         高槻ならでは！ 市営バスの子ども・子育て支援 

         高槻のお買い物事情は、どうなっているの？？ 

         高槻に住んでいる子育て世帯は、実際にどう思っている？？ 

         高槻に住んでいるこどもたちは、実際にどう思っている？？ 

         エンドロール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

充実の取組 

こぼれ話 

こぼれ話 

こぼれ話 

充実の取組 

充実の取組 

おわりに 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しい取組 

特定教育・保育施設等の２歳児クラスの保育料を無償化！ 【北摂初】 

 

特定教育・保育施設等に通っている 3～5 歳児クラスの保育料は 

国の取組で無償ですが、令和８年度からは、高槻市独自の取組として、 

２歳児クラスについても保育料の無償化を実施します。 

これは北摂初の取組で、より一層の子育て世帯の負担軽減を図ります。 

 

 

さらに、くわしく  

             ＞＞＞＞ https://www.city.takatsuki.osaka.jp/soshiki/44/168527.html  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しい取組 

私立小中学校等に通学している児童生徒の給食費相当額を支援！【北摂初】 

 

市立小中学校の給食費の無償化を継続している高槻市。 

令和８年度からは、国の取組により全国の公立小学校の学校給食費が 

無償化されますが、高槻市では、北摂で初めて、私立小中学校等に通学 

している児童生徒の保護者に対しても、給食費相当額を支給します。 

この施策の実施により、高槻市の全小中学生が、給食費の支援の対象と 

なります。 

 

 

さらに、くわしく  

             ＞＞＞＞ https://www.city.takatsuki.osaka.jp/soshiki/42/171659.html  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しい取組 

幼児二人同乗用自転車の購入費を補助！【北摂初】 

 

移動負担が特に大きい２人以上の未就学児を養育する家庭にとって 

欠かせないものになっている幼児二人同乗用自転車（３人乗り自転車）。 

その購入費などの一部を令和８年度から助成します。 

経済的な負担の軽減だけでなく、安全基準を満たす自転車や幼児用 

ヘルメットの着用が進むことで、子どもたちの安全にもつながります。 

 

さらに、くわしく  

            ＞＞＞＞ https://www.city.takatsuki.osaka.jp/site/waiwai/171228.html  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しい取組 

通所型の産後ケアで日帰り利用が可能に！ 

 

産後の母子に助産師等が産科医療機関や助産院の空きベッドを 

活用し、母親の体調管理や心理的ケア、育児手法についての具体的な 

指導や相談を行う産後ケア事業。令和８年度からは通所型を開始し、 

日帰り利用が可能に。選択肢がより一層広がります。 

 

 

さらに、くわしく  

             ＞＞＞＞ https://www.city.takatsuki.osaka.jp/site/waiwai/3441.html  

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放課後そのまま校庭などで過ごせる「見守り付き校庭開放」を実施！ 

 

小学生の安全・安心な放課後の居場所づくりを目的に、現在市立小学校 

３０校で運動場と体育館を同時に開放しています。室内外での遊びと宿 

題ができる点や、授業終了後、自宅に帰らずに利用できる点が特徴です。 

また、児童が安全に過ごせるように常時見守り員２名を配置しています。 

令和８年度には樫田小学校を除く、４０校全校で実施します。 

 

さらに、くわしく  

             ＞＞＞＞ https://www.city.takatsuki.osaka.jp/soshiki/66/148761.html  

 

充実の取組 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

充実の取組 

大阪府内で初、高校３年生相当までの医療費を完全に無償化！ 

 

保険診療の対象であれば、１８歳までの医療費の自己負担額を市が 

助成しているので、いつでも必要なときに必要な医療が受けられる環境 

です。 

入院時食事療養費の標準負担額も対象になりますので、安心です。 

 

 

さらに、くわしく  

 ＞＞＞＞ https://www.city.takatsuki.osaka.jp/soshiki/42/3003.html  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こぼれ話 

わりと多い！ まちの中にお医者さん 

 

医療費助成制度が充実しても、医療機関が充実していないと・・・。 

実は高槻市は、医療施設の従事医師の数が割合多いです。例えば、 

（小児科） 全国：21.5、大阪府：21.3、に対し、 「33.8」 

（産婦人科）全国： 9.2、大阪府：10.7、に対し、 「15.3」 （※） 

        （※）令和 6 年 医師・歯科医師・薬剤師統計「人口 10 万対医療施設従事医師数」より 

    充実した医療体制をいかし、「健康」「医療」施策のさらなる充実に取り組 

んでいます。 

                さらに、くわしく  

            ＞＞＞＞ 「健康医療先進都市たかつき」の取組 

https://www.city.takatsuki.osaka.jp/soshiki/38/104356.html  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

充実の取組 

小中学校給食費の無償化を継続中！ 

 

国の取組に先駆け令和３年に開始した給食費の無償化を続けています。 

令和６年度からは、食物アレルギー等を理由にお弁当を持参する家庭に 

対する給食費相当分の補助も実施。 

従来からの食育の推進に加え、経済的な負担の軽減による家庭環境の 

充実など、子どもたちの文化教養を育む機会につながっています。 

 

さらに、くわしく  

 ＞＞＞＞ https://www.city.takatsuki.osaka.jp/soshiki/65/32426.html  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

充実の取組 

市立小中学校における連携型小中一貫教育と３５人学級編制の実施 

 

平成２８年度から、全中学校区で共通の「めざすこども像」を市立小中学 

校が共有し、９年間を見通した計画に基づいて指導することで、学力向上、 

豊かな人間性の醸成、地域との協働関係の強化等につなげる「連携型小 

中一貫教育」を実施するとともに、令和５年度に全学年全学級で３５人 

学級編制を導入し、多様化する児童生徒へのきめ細かい指導をしています。 

 

さらに、くわしく  

 ＞＞＞＞ https://www.city.takatsuki.osaka.jp/soshiki/69/37300.html  

 

小学校と 
中学校が 

連 携 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

充実の取組 

どんどん入れ替え！ 学校図書 シン１００万冊計画 

 

高槻市内には、利用可能な蔵書が１００万冊あります。新たな計画では、 

最新情報が必要な自然科学や産業分野などの図書の充実を進めています。 

子どもたちの読書環境が充実するこの取組で、令和６年度の小学生一人 

当たりの貸出冊数が６３冊と、読書量も増えています。 

 

 

さらに、くわしく  

            ＞＞＞＞ https://www.city.takatsuki.osaka.jp/soshiki/69/170375.html  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こぼれ話 

高槻市の学力・学習の状況は？？ 

 

令和７年度全国学力・学習状況調査の校種・教科別正答率はこちらです。 

 

 

 

 

      ※中学校理科については、ＩＲＴスコアを表示。 

 

さらに、くわしく  

 ＞＞＞＞ https://www.city.takatsuki.osaka.jp/soshiki/71/5061.html  

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

充実の取組 

全ての妊婦の健診費用助成の拡充など、妊娠～育児期をサポート！ 

 

令和６年度から助成回数を増やし、健診の受診回数が多い多胎妊婦に 

対する追加助成をするなど、全国トップクラスの助成制度を用意しています。 

また、助産師・保健師・栄養士・心理相談員等の専門職が「子育て応援 

団」としてサポートし、「母子保健コーディネーター」がひとりひとりの状況に 

応じたスケジュールを作成し、妊娠期から育児期までサポートします。 

 

さらに、くわしく  

 ＞＞＞＞ https://www.city.takatsuki.osaka.jp/site/waiwai/list53.html  

 



保育施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

充実の取組 

年度途中の保育ニーズにも対応！ 高槻市の保育施策 

 

平成２６年からいわゆる保育所等待機児童ゼロを継続中の高槻市ですが、 

市外からの転入や産休・育休終了後の入所希望など、様々な理由から生ま 

れる年度途中の保育ニーズに対応するため、認可保育所などの入所希望者 

で入所できない児童に対し、申込年度の３月まで臨時的に利用できる 

「高槻認定こども園分室（年度利用保育）」を運営しています。 

 

さらに、くわしく  

 ＞＞＞＞ https://www.city.takatsuki.osaka.jp/soshiki/43/3287.html  

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

充実の取組 

無料の室内プレイルームがある 「カンガルーの森」で遊ぼう！ 

 

ＪＲ高槻駅、阪急高槻市駅からともに徒歩５分の高槻市立子育て 

総合支援センター、通称「カンガルーの森」では、市内の子ども（０歳～ 

就学前）と保護者が気軽に訪れ、一緒に楽しく過ごすことができます。 

たくさんのおもちゃに囲まれたプレイルームは無料で、土曜日も開館。 

リトミックやベビーマッサージのほか、クリスマス会など毎月様々な催しも 

開催しています。 

 

さらに、くわしく  

 ＞＞＞＞ https://www.city.takatsuki.osaka.jp/site/waiwai/33222.html  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

充実の取組 

関西将棋会館があるまち！ 小学１年生に地元産木材の将棋駒を配付 

 

令和６年１２月に西の将棋の聖地である関西将棋会館が移転オープン 

した高槻市。本市と深い関わりのある将棋に親しむきっかけづくりの一つ 

として、市内在住の小学１年生全員に高槻産木材で製作した将棋駒を 

配付し、市立小学校では、プロ棋士による出前授業も行っています。 

あわせて、たくさんの子ども向けの将棋イベントも開催されています。 

 

さらに、くわしく  

             ＞＞＞＞ https://www.city.takatsuki.osaka.jp/site/shogi/168753.html  

 

https://www.city.takatsuki.osaka.jp/site/shogi/168753.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

充実の取組 

駅からすぐ、自由に遊べる芝生広場！ 安満遺跡公園 

 

 

駅から歩いて行けるところにひろびろとした芝生が続く、家族が楽しめる公園 

です。ここでは、走ったり、はねたり、ボール遊びやピクニックをしたりと、思い 

思いの過ごし方ができます。園内にはカフェやレストラン、無料のふわふわドーム 

があり、季節ごとに開かれるイベントも魅力。弥生時代の暮らしにふれられる 

展示館もそろい、こどももおとなも一日中楽しめる公園にぜひお越しください！ 

 

さらに、くわしく  

             ＞＞＞＞ https://www.city.takatsuki.osaka.jp/soshiki/60/4368.html  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

充実の取組 

高槻ならでは！ 市営バスの子ども・子育て支援 

 

大阪府内唯一の公営バス「高槻市営バス」には、リアルに「バス運転士」を 

体験できる「こども運転席」や、妊婦と同伴者１名が 100 円で乗車できる 

「こうのとりパス」、お子さまの１歳の誕生日まで乳児の同伴者２名まで 

100 円で乗車できる「かるがもパス」、小・中学生が夏・冬・春休み期間中 

に乗り放題となる「おでかけパス」の販売など、こどもや子育て世帯への支援 

を積極的に用意！市民に欠かせない市営バスであり続けています。 

 

さらに、くわしく  

 ＞＞＞＞ https://www.citybus.city.takatsuki.osaka.jp  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こぼれ話 

高槻のお買い物事情は、どうなっているの？？ 

 

    小売業全体の売場面積（※）は、北摂地域で唯一の３０万㎡超え。 

    人口千人当たりの売場面積でも、北摂地域で２番目に多い数値 

（約 865.9 ㎡・本市調べ）です。 

    「百貨店，総合スーパー」は４事業所、いわゆる食料品スーパーマーケット 

である「各種食料品小売業」は５０事業所あります。 

 

   （※）令和３年経済センサス－活動調査 事業所に関する集計－産業別集計－卸売業，小売業に関する集計 

－産業編（市区町村表）より  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こぼれ話 

高槻に住んでいる子育て世帯は、実際にどう思っている？？ 

 

「今後も高槻市で子どもを育てたいと思いますか。」という質問（※）に対し、 

     ・就学前児童の保護者     の 「92.2％」 

     ・小学校低学年児童の保護者  の 「91 .9％」 

     ・小学校高学年児童の保護者  の 「92.5％」 

が、「思う」と答えています。 

 

          （※）令和６年３月「高槻市子育て支援に関するアンケート調査結果報告書」より  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こぼれ話 

高槻に住んでいるこどもたちは、実際にどう思っている？？ 

 

「あなたは、今の自分が好きですか。」という質問（※）に対し、 

     ・小学５年生    の 「86.2％」 

     ・中学２年生    の 「74.6％」 

     ・１５～３９歳   の 「71.5％」 

が、「好き」「どちらかといえば好き」と、自己肯定感の高さを答えています。 

（参考として、令和 4 年の全国の数値は１５～３９歳で「60.0％」） 

 

           （※）令和８年「高槻市こども等に関するアンケート・意見聴取結果報告書」より  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「いいことしか、書いてないやん」と思われたかもしれませんね。 

もちろん、今回ご紹介したこと以外は、まだまだもっと取組が必要なもの 

もたくさんあります。 

ただ、高槻市はここで終わらずに、「未来志向の魅力あるまちづくり」という 

考え方のもと、子育て支援や教育の充実など「次世代への投資に積極的 

な都市」を目指し、これからも「もっと前へ」進んでいきます。 

 

     次の高槻市のこどもや子育ての支援にも、ぜひご期待ください！ 

「もっと前へ！」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


